




要約:わが国における周産期・新生児医療システムに関する現状調査を行った。わが国に

は,分娩システム,地域化,大学教育,学会における位置づけなど種々の他国にはみられない

特殊な環境があり,臨床の現場にあっては,人的不足,特殊医療技術としての評価の問題等

が浮き彫りにされた。今後これらの諸問題に対する抜本的な改善があって初めてわが国に

おける将来の周産期・新生児医療システムが機能されるものである。


